
医
学
校
の
二
校
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
４
）

（
４
）

他
方
、
明
治
三
十
八
年
に
は
「
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
」
が
発
布
さ
れ
、
更
に
明
治
三
十
九
年
に
は
、
「
医
師
法
」
が
制
定
さ
れ
、

や
ま
ね
ま
さ
つ
ぐ

医
術
開
業
試
験
は
八
年
後
に
全
廃
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
今
後
は
文
部
大
臣
の
指
定
を
得
な
け
れ
ば
、
山
根
正
次
校
長
の
経
営
す
る
日
本
医

学
校
は
、
存
続
不
可
能
な
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
。

今
回
は
そ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
、
学
内
に
多
く
の
諸
問
題
を
抱
え
た
日
本
医
学
校
の
困
難
な
道
程
を
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

ち
な
み因

に
、
当
時
文
部
省
指
定
を
未
だ
と
り
つ
け
て
い
な
い
医
学
校
は
、
吉
岡
弥
生
の
経
営
す
る
東
京
女
医
学
校
と
、
山
根
正
次
校
長
の
日
本

明
治
三
十
六
年
、
済
生
学
舎
心

ぷ
ん
き

医
学
校
に
分
岐
し
た
が
、
両
校
浬

て
私
立
日
本
医
学
校
と
な
っ
た
。

他
方
、
明
治
三
十
八
年
に
は

（
４
）

対
照
的
に
、
官
公
立
の
千
葉
・
岡
山
・
長
崎
・
金
沢
・
仙
台
・
新
潟
・
愛
知
・
京
都
の
八
校
の
医
学
専
門
学
学
校
と
、
私
立
東
京
慈
恵
会

一
・
は
じ
め
に

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校
騒
動
と

私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
独
立
分
離
（
上
）

（
１
）

済
生
学
舎
が
廃
校
宣
言
を
行
っ
た
直
後
、
同
窓
医
学
講
習
会
が
開
か
れ
た
。
や
が
て
そ
れ
は
私
立
東
京
医
学
校
と
日
本

（
２
）
（
３
）

が
、
両
校
は
明
治
四
十
三
年
に
、
文
部
省
指
定
の
医
学
専
門
学
校
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
協
議
の
上
、
再
び
合
併
し

日
本
医
史
学
雑
誌
四
十
二
巻
第
三
号

平
成
八
年
九
月
二
十
日
発
行唐

沢
信
安

平
成
七
年
十
二
月
二
十
日
受
付

平
成
八
年
三
月
七
日
受
理
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Ｊ
Ｉ
Ｉ

刈
、
刈
将
恥
刊
珊
畑
覗
侭
吋
蝿
魂
蝿
や
愚
物
値
ｌ
遡
咽
妃
．
；
田
亀
ｆ
悪
⑥
ｇ
茎
冴
溺
○
鍬
梠
、

溌轆蕊鋪騨騨涛醗熱噂_目~::』 鞭：．

”
そ
ぺ
け
ん
ぞ
う
（
６
）

そ
の
留
守
役
を
果
し
た
の
が
、
山
根
の
元
書
生
で
、
山
根
の
警
察
医
長
時
代
か
ら
の
秘
書
役
で
あ
っ
た
磯
部
検
蔵
（
山
口
県
出
身
・
済
生
学

舎
明
治
三
十
三
年
卒
業
・
医
籍
登
録
番
号
一
八
八
一
二
号
）
で
あ
っ
た
。

磯
部
は
山
根
と
密
接
に
連
絡
を
と
り
、
学
校
の
充
実
、
病
院
の
新
築
等
に
全
力
を
投
入
し
た
。
彼
は
山
根
の
忠
実
な
部
下
で
あ
っ
た
。

な
お
、
磯
部
検
蔵
は
当
時
の
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
身
を
置
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
政
治
記
者
的
な
習
癖
が
あ
り
、
日
本
医
学
校

こ
う
か

時
代
に
も
、
自
分
が
主
幹
で
あ
っ
た
日
本
医
学
校
の
機
関
誌
『
日
本
医
学
」
に
度
々
論
説
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
磯
部
は
孔
夏

完
了
し
た
。

医
術
開
業
試
験
全
廃
を
前
に
し
て
、
石
川
清
忠
が
校
長
の
私
立
東
京
医
学
校
と
、
山
根
正
次
が
主
宰
す
る
日
本
医
学
校
は
、

（
２
）
（
３
）

年
秋
よ
り
医
学
専
門
学
校
へ
の
昇
格
を
目
標
に
し
て
、
両
校
の
理
事
者
間
で
協
議
の
結
果
、
私
立
東
京
医
学
校
を
廃
校
に
し
、

木
町
の
同
校
の
校
舎
を
日
本
医
学
校
に
譲
る
形
で
、
両
校
同
等
の
資
格
で
明
治
四
十
三
年
三
月
十
九
日
に
、
合
併
の
た
め
の
一

医
院
医
学
専
門
学
校
、
私
立
熊
本
医
学
専
門
学
校
の
二
校
は
、
明
治
四
十
三
年
ま
で
に
は
専
門
学
校
令
の
指
定
を
受
け
順
調
に
発
展
し
て
い

た
。
特
に
大
阪
で
は
大
阪
高
等
医
学
校
と
称
し
、
予
科
二
年
を
設
け
て
い
た
。

二
．
日
本
医
学
専
門
学
校
昇
格
へ
の
手
続
き
と
努
力

門
次
か
く
し
て
、
私
立
日
本
医
学
校
は
医
術
開
業
試
験
廃
止
の
大
正
三
年
ま
で
に
、
完
全
な
る
医
学

雲
正
専
門
学
校
と
す
べ
く
内
容
の
拡
張
計
画
を
進
め
た
。

（
Ｐ
３
）

医
根
と
こ
ろ
が
、
日
本
医
学
校
の
校
長
の
山
根
正
次
は
、
同
郷
（
山
口
県
萩
市
出
身
）
の
二
代
目
朝
鮮

躰
山
そ
れ
あ
ら
す
け

人
長
総
督
の
曽
称
荒
助
の
懇
願
に
よ
り
、
明
治
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
、
総
督
府
衛
生
顧
問
と
い
う

法
校

団
校
重
大
な
国
家
的
役
職
に
つ
き
、
衆
議
院
議
員
会
及
び
日
本
医
学
校
校
長
を
兼
職
し
た
ま
ま
、
京
城

財
学

に
赴
任
し
た
。
こ
の
無
理
な
兼
任
生
活
は
、
大
正
二
年
四
月
ま
で
、
五
年
間
も
続
い
た
。 明

治
四
十
二

文
京
区
千
駄

切
の
手
続
を
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鑑
識

「
文
部
大
臣
に
訊
う
。
試
験
行
政
の
目
的
何
に
あ
り
や
」

「
敢
え
て
文
部
大
臣
に
訊
う
。
教
育
勅
語
は
文
部
省
を
し
て
国
民
の
官
学
に
あ
る
も
の
と
、
私
学
に
あ
る
も
の
と
を
差
別
し
、
懸
隔
し
、
而

し
て
甲
に
厚
く
し
て
、
乙
に
薄
く
し
、
甲
を
款
待
し
て
、
乙
を
迫
害
し
、
甲
を
教
す
る
者
を
絶
対
に
信
任
し
、
乙
を
教
ゆ
る
者
を
絶
対
に
忌

疑
す
べ
き
こ
と
を
指
定
せ
り
や
。
（
以
下
略
と

磯
部
は
文
部
大
臣
に
、
学
校
の
正
式
認
可
を
申
請
す
る
立
場
を
無
謀
に
も
忘
れ
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
っ
た
。

（
８
）

さ
て
、
明
治
四
十
四
年
五
月
八
日
、
日
本
医
学
校
は
、
「
専
門
学
校
認
可
出
願
」
を
、
山
根
校
長
の
名
義
で
、
実
際
に
は
磯
部
検
蔵
の
手
で
、

東
京
府
庁
を
経
て
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
。
右
に
つ
き
、
五
月
十
一
日
、
東
京
府
視
学
大
島
享
蔵
は
日
本
医
学
校
を
視
察
し
て
い
る
。

（
９
）

し
か
し
文
部
省
か
ら
は
何
等
の
応
答
も
な
か
っ
た
。
苦
慮
し
た
磯
部
は
、
文
部
省
か
ら
何
等
指
示
の
な
き
事
を
詳
細
に
朝
鮮
の
山
根
校
長

に
報
告
し
た
。
山
根
校
長
は
驚
き
、
明
治
四
十
四
年
八
月
二
十
四
日
に
急
拠
帰
国
し
、
文
部
大
臣
に
面
会
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
時
、
福
原

専
門
学
務
局
長
よ
り
、
磯
部
の
文
部
省
攻
撃
論
文
の
事
件
を
聞
き
、
認
可
の
遷
延
せ
る
理
由
の
説
明
を
受
け
た
。

た
ま
た
ま
こ
の
時
、
桂
内
閣
の
総
辞
職
が
あ
り
、
小
松
原
英
太
郎
文
相
は
翌
日
の
八
月
二
十
五
日
辞
表
を
提
出
し
た
。

そ
こ
で
山
根
は
再
び
、
新
文
部
大
臣
の
長
谷
場
孝
に
謁
し
、
改
め
て
認
可
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。
同
大
臣
は
そ
の
意
向
を
諄
解
し
、
審
議

の
上
、
指
導
す
る
と
の
約
束
を
し
た
。
か
く
し
て
山
根
は
後
事
を
磯
部
幹
事
に
托
し
て
再
び
朝
鮮
に
渡
っ
た
。

そ
の
頃
学
内
で
は
、
淡
路
町
の
校
舎
を
附
属
病
院
に
改
築
し
た
り
、
産
婆
学
講
習
所
の
開
設
の
準
備
に
着
手
し
て
い
た
。
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前
記
の
よ
う
な
山
根
校
長
の
働
き
か
け
に
対
し
て
、
文
部
省
は
日
本
医
学
専
門
昇
格
申
請
害
を
約
五
カ
月
間
も
保
留
に
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
九
月
二
十
八
日
に
至
り
、
本
郷
区
役
所
を
通
じ
て
、
「
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
」
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
校

舎
の
改
善
、
病
院
の
充
実
を
要
求
し
て
来
た
。
す
な
わ
ち
、
設
備
不
充
分
な
る
点
を
改
築
し
、
専
門
学
校
昇
格
の
申
請
は
、
そ
の
上
で
改
め

て
再
提
出
す
る
様
に
と
の
厳
し
い
文
書
が
送
ら
れ
て
来
た
。

之
候
に
付
、
別
紙
書
類
一
先
戻
此

明
治
四
十
四
年
九
月
二
十
八
日

右
は
勅
令
二
百
十
八
号
を
以
て
、
本
年
七
月
私
立
学
校
令
中
に
改
正
相
成
候
に
付
、
改
正
の
趣
旨
に
従
い
出
願
相
成
度
、
且
規
模
並
設
備

等
尚
十
分
な
ら
ざ
る
点
有
之
候
。
少
く
と
も
左
記
各
条
件
を
充
実
せ
ら
れ
候
上
、
再
出
願
致
願
候
様
、
其
筋
よ
り
示
達
方
申
越
の
次
第
も
有

之
候
に
付
、
別
紙
書
類
一
先
戻
此
段
申
進
候
也
。

ザ
／
二
三
口

一
、
系
統
解
剖
学
及
び
病
理
解
剖
学
の
実
習
に
要
す
る
設
備
を
改
善
し
、
且
つ
教
材
た
る
べ
き
標
本
を
充
実
せ
し
む
べ
き
こ
と
。

一
、
衛
生
学
及
び
細
菌
学
・
生
理
学
及
び
組
織
学
の
教
授
及
び
実
習
に
要
す
る
器
械
及
び
其
の
他
の
設
備
を
整
ふ
る
こ
と
。

一
、
附
属
病
院
・
外
来
患
者
に
要
す
る
治
療
器
械
其
の
他
の
設
備
を
整
ふ
る
こ
と
。

一
、
附
属
病
院
に
於
け
る
外
来
患
者
の
増
加
を
図
り
、
学
生
の
実
習
に
不
足
な
か
ら
し
む
る
こ
と
。

私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
設
立
者

山
根
正
次
殿

左
記

可一

（
Ⅲ
）

「
庶
第
三
六
二
二
号

三
．
文
部
省
に
専
門
学
校
昇
格
申
請
害
再
出
願

東
京
市
本
郷
区
役
所

L一一
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床
）
が
あ
っ
た
。

右
の
改
善
を
求
め
ら
れ
た
磯
部
幹
事
は
、
直
ち
に
京
城
（
現
在
の
ソ
ウ
ル
）
の
山
根
校
長
に
報
告
し
、
指
示
を
仰
い
だ
。
そ
の
上
で
磯
部
は

明
治
四
十
四
年
十
月
三
日
、
千
葉
医
学
専
門
学
校
を
訪
れ
、
三
輪
徳
寛
病
院
長
の
案
内
を
受
け
、
参
考
と
な
る
意
見
を
聞
き
、
病
院
の
設
備

（
Ⅲ
）

を
見
学
し
た
。
ま
た
、
同
年
十
月
六
日
磯
部
は
文
部
省
に
出
頭
し
、
福
原
文
部
次
官
に
面
会
し
、
改
善
条
件
の
程
度
及
び
範
囲
、
解
釈
等
に

い
た
ず
ら

関
し
て
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
時
、
福
原
次
官
は
、
「
な
る
べ
く
円
満
に
解
決
す
べ
き
事
を
話
し
、
徒
に
議
論
を
戦
わ
し
て
は
、
枝
葉
の
問
題

に
走
る
の
は
、
お
互
い
に
感
情
を
疎
隔
す
る
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
磯
部
を
諭
し
て
い
る
。

福
原
次
官
は
更
に
、
近
く
部
下
の
瀬
戸
視
学
官
、
栗
本
試
験
主
事
に
面
会
さ
せ
る
の
で
、
双
方
で
熟
議
の
上
、
勅
令
の
規
定
に
よ
り
、
「
財

団
法
人
」
を
組
織
し
て
、
認
可
の
条
件
を
充
実
し
、
再
出
願
す
る
よ
う
に
申
し
渡
し
を
し
た
。

右
の
趣
旨
を
説
明
さ
れ
た
磯
部
幹
事
は
了
承
し
て
文
部
省
を
辞
し
た
。
文
部
省
か
ら
の
要
求
は
、
専
門
学
校
昇
格
に
対
す
る
当
然
と
思
わ

れ
る
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
財
政
的
困
窮
せ
る
日
本
医
学
校
で
は
前
途
多
難
で
あ
っ
た
。

一
、
附
属
病
院
外
来
患
者
、
診
察
所
↑

学
生
の
臨
床
実
験
に
便
な
ら
し
む
。

一
、
模
範
的
外
科
手
術
室
及
び
、
附
巨

一
、
入
院
患
者
も
亦
、
之
が
増
加
を
図
り
、
少
な
く
と
も
一
般
患
者
一
日
五
十
名
以
上
に
対
す
る
病
床
を
具
え
し
む
る
こ
と
。

ぱ
い
ど
く

一
、
附
属
病
院
外
来
患
者
、
診
察
所
を
内
科
（
小
児
科
を
含
む
）
外
来
、
眼
科
、
産
婦
人
科
、
皮
層
病
徽
毒
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
毎
に
分
設
し
、

明
治
四
十
五
年
頃
の
校
舎
は
、
文
京
区
千
駄
木
町
に
あ
っ
た
が
、
医
学
教
育
の
場
と
し
て
は
至
極
貧
弱
で
あ
っ
た
（
敷
地
二
千
二
百
坪
）
。

（
Ⅱ
）
（
廻
）

校
舎
の
建
物
は
私
立
東
京
医
学
校
時
代
か
ら
の
も
の
で
、
二
階
建
校
舎
を
中
心
と
し
て
、
前
面
に
二
階
建
の
附
属
病
院
（
入
院
ベ
ッ
ト
十
三

四
．
日
本
医
学
校
の
敷
地
、
設
備
、
及
び
教
師
陣

附
属
室

（
準
備
室
、
消
毒
室
、
器
械
室
の
類
）
を
建
設
す
る
こ
と
・
」
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明
治
四
十
五
年
（
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
九
番
地
）

財
団
法
人
・
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
敷
地
図
（
二
千
二
百
坪
）

こ
シ
つ

○
（
甲
）
今
回
新
設
に
属
す
る
分

お
つ

○
（
乙
）
今
後
、
新
築
す
べ
し
分

F電］
生理･衛生･光線学

教室

（乙）(乙）

従来の本校校舎（二階建）

学正

閨
間（

東
京
都
公
文
書
館
蔵
）

正門

財団法人日本医学専門学校敷地図
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明
治
四
十
四
年
、
文
部
省
の
校
舎
設
備
の
充
実
の
勧
告
に
よ
り
、
病
理
解
剖
室
、
外
科
手
術
室
、
臨
床
講
堂
が
増
築
さ
れ
た
。

し
ん
せ
ん

更
に
、
神
田
淡
路
町
の
「
日
本
病
院
」
言
四
十
七
坪
、
借
地
、
十
五
床
）
と
瀧
沢
竹
太
郎
所
有
の
根
津
の
「
眞
泉
病
院
」
（
千
九
百
五
十
一

六
十
床
）
を
協
議
の
上
、
附
属
病
院
と
し
た
。

明
治
四
十
五
年
の
申
請
書
に
よ
る
と
、
専
任
の
教
師
は
左
の
如
く
で
あ
っ
た
（
そ
の
他
は
兼
任
講
師
）
。

○
解
剖
学
医
学
博
士
二
村
領
次
郎
（
専
任
）

解
剖
学
医
学
士
池
田
孝
男
（
専
任
）

解
剖
学
香
山
朗
（
専
任
）

○
独
逸
語
学
文
学
士
古
武
真
貫
（
専
任
）

独
逸
語
学
川
崎
順
（
専
任
）

○
生
理
学
医
学
博
士
永
井
潜
（
専
任
）

○
化
学
理
学
士
藤
教
篇
（
専
任
）

○
修
身
永
峰
秀
樹
（
専
任
）

○
体
育
科
江
口
朝
男
（
専
任
）

○
内
科
学

伝
染
病

神
経
病

呼
吸
及
循
環
器

（
昭
）

（
臨
床
部
門
講
師
）
明
治
四
十
四
年
調
査

医
学
博
士

医
学
士

医
学
士

ふ
た
き

二
木
謙
三

青
柳
登
一

奥
川
純
二

（
専
任
）

（
専
任
）

坪
、
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○
衛
生
学

○
細
菌
学

診
断
学
及
理
学
診
断

医
学
士
青
柳
登
一
（
専
任
）

お
ぐ
ち

み
つ
だ
け
ん
す
け

そ
の
他
済
生
学
舎
出
身
の
「
小
口
忠
太
（
眼
科
学
こ
「
光
田
健
輔
（
病
理
学
）
」
も
講
師
の
時
代
が
あ
っ
た
。

○
入
学
資
格
は
中
学
卒
業
又
は
、
同
等
の
学
力
の
あ
る
者
で
、
修
業
年
限
は
四
ヵ
年
と
し
た
。

前
期
試
験
受
験
の
た
め
に
、
一
年
～
二
年
を
用
い
、
後
期
試
験
受
験
の
た
め
に
三
年
～
四
学
年
で
集
中
的
に
講
義
を
行
っ
た
。

ま
た
、
卒
業
生
の
後
期
試
験
合
格
の
た
め
に
、
補
修
講
義
と
し
て
、
「
臨
床
講
習
会
」
を
頻
回
に
実
施
し
て
い
る
（
夜
間
、
会
費
一
ヶ
月
二
円

腹
部
及
胸
部

上
肢
及
下
肢

○
薬
物
学
一
般

○
産
科
学
一
般

○
眼
科
学

Ｕ
外
科
学

外
科
総
論

腹
部
内
臓
及
び
泌
尿
器

泌
尿
及
消
化
器

医
学
博
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士

医
学
士
松
岡
鋭
作
（
専
任
）

ｊ
画
一
Ｌ
罫
ご

医
学
士
茂
木
蔵
之
助

塩
田
広
菫

福
島
尚
純
（
専
任
）

飯
田
庄
八
（
専
任
）

岩
川
克
輝
（
専
任
）

岩
瀬
唯
一

村
上
俊
泰
（
専
任
）

中
村
辰
之
助
（
専
任
）

古
瀬
安
俊
（
専
任
）

佐
々
木
秀
一
（
専
任
）
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五
十
銭
）
。

を
含
む
）
。

（
Ⅱ
｝

ほ
か
に
、
以
下
の
よ
う
な
関
連
事
項
を
若
干
補
足
し
て
お
く
。

○
明
治
三
十
七
年
四
月
の
創
立
以
来
の
入
学
者
中
、
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
て
医
師
に
な
れ
る
も
の
左
の
如
し
。

明
治
三
十
七
年
四
○
名

同
三
十
八
年
一
三
一
名

同
三
十
九
年
一
四
一
名

同
四
十
年
一
七
五
名

同
四
十
一
年
一
八
三
名

同
四
十
二
年
一
三
八
名

同
四
十
三
年
二
八
六
名

同
四
十
四
年
三
五
三
名

同
四
十
五
年
二
六
八
名

合
計
一
七
一
五
名

○
卒
業
後
は
、
地
方
で
開
業
せ
る
も
の
が
大
多
数
で
あ
っ
た
が
、
官
公
立
病
院
に
勤
務
せ
る
も
の
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
選
科
に
入
り
、

研
究
せ
る
も
の
、
海
外
諸
国
の
医
科
大
学
に
留
学
せ
る
も
の
、
ま
た
軍
医
に
就
任
す
る
者
も
あ
っ
た
。

○
日
本
医
学
校
の
校
則
の
第
一
条
に
は

○
生
徒
数

各
学
年
百
名
と
し
、
総
数
四
百
名
を
定
員
と
し
た
。
明
治
四
十
五
年
当
時
、
第
一
学
年
は
、
百
三
十
一
名
い
た
（
内
中
国
人
、
韓
国
人
六
名

311 (29）



文
部
省
は
、
明
治
三
十
八
年
七
月
一
日
、
文
部
省
令
と
し
て
、
「
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
」
を
制
定
し
、
私
立
医
学
校
の
文
部
省
認

可
を
厳
し
く
制
限
し
た
。
こ
の
規
則
を
満
足
せ
ね
ば
指
定
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
規
則
は
、
東
大
赤
門
派
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
「
明
治
医
会
」
の
意
を
汲
ん
だ
法
案
で
、
文
部
大
臣
は
、
私
立
医
学
校
の
管
理
及
び
、

そ
の
卒
業
生
の
医
術
開
業
試
験
の
成
績
を
二
ヵ
年
間
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
改
め
て
認
可
す
る
と
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
そ
の
規
定
の
主
な
条
文
を
列
記
す
る
（
な
お
、
傍
点
は
筆
者
が
重
要
と
判
断
し
、
付
し
た
）
。

一
、
生
徒
の
定
員
に
対
し
、
相
当
な
る
校
地
、
校
舎
、
校
具
、
病
院
其
他
の
設
備
あ
る
こ
と
。

二
、
必
修
科
目
と
し
て
、
少
く
と
も
解
剖
学
（
実
習
共
）
、
生
理
学
、
病
理
学
、
薬
物
学
、
内
科
学
（
臨
床
講
義
共
）
、
衛
生
学
、
細
菌
学
、
法

医
学
を
教
授
し
、
修
業
年
限
四
年
以
上
な
る
こ
と
。

三
、
前
号
各
学
科
目
毎
に
、
少
く
と
も
公
立
私
立
医
学
専
門
学
校
規
定
第
七
条
第
一
項
の
資
格
を
有
す
る
教
員
、
一
人
を
採
用
す
る
こ
と
。

四
、
専
門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
た
る
学
則
を
実
施
し
た
る
後
、
二
ヵ
年
を
経
過
し
た
る
こ
と
。

五
、
実
習
用
患
者
の
数
は
、
毎
学
年
の
平
均
生
徒
数
（
本
科
、
別
科
生
共
）
百
人
以
内
の
学
校
に
於
て
は
、
入
院
患
者
二
十
五
人
以
上
、
外
来

患
者
三
十
人
以
上
と
し
、
以
上
生
徒
数
十
人
を
増
す
毎
に
、
入
院
患
者
、
外
来
患
者
各
二
人
を
増
す
こ
と
。

六
、
実
習
用
解
剖
屍
体
の
数
は
、
毎
学
年
の
平
均
生
徒
数
（
本
科
、
別
科
共
）
百
人
以
内
の
学
校
に
於
て
は
、
毎
年
二
十
体
以
上
と
し
、
以
上

生
徒
十
人
増
す
ご
と
に
一
体
増
す
こ
と
。

以
上
の
各
号
に
該
当
し
、
文
部
大
臣
に
於
て
、
其
の
管
理
及
維
持
の
方
法
確
実
に
し
て
、
其
成
績
佳
良
な
り
と
認
め
た
る
も
の
に
限
る
と

（
？
こ

「
私
立
医
学
専
川
学
校
指
定
規
則
」

「
完
全
な
る
医
学
を
教
授
し
、
善
良
な
る
医
師
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
」
と
記
し
て
あ
る
。

五
．
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則

qlワ
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そ
の
後
、
文
部
省
は
、
山
根
正
次
校
巨

書
」
の
提
出
を
す
べ
く
内
示
を
行
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
明
治
四
十
五
年
三
月
十
六
日
、
右
の
申
請
吉
を
提
出
し
た
上
で
、
山
根
校
長
は
長
谷
場
文
部
大
臣
に
面
会
し
、
出
願
の
趣

旨
を
説
明
し
た
。
文
部
省
で
は
慎
重
な
調
査
の
上
、
同
年
四
月
一
日
、
財
団
法
人
設
立
に
主
要
な
役
割
を
荷
う
は
ず
の
磯
部
幹
事
と
眞
泉
病

院
主
瀧
沢
竹
太
郎
の
両
名
を
文
部
省
に
出
頭
さ
せ
、
福
原
文
部
次
官
と
瀬
戸
視
学
官
の
二
人
は
、
将
来
の
計
画
豫
想
等
に
関
し
詳
細
に
尋
問

せ
ら
れ
、
な
お
学
校
現
時
の
経
済
状
態
に
つ
き
綿
密
に
調
査
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
瀧
沢
竹
太
郎
に
対
し
、
眞
泉
病
院
と
日
本
医
学
校
と
の
関
係
を
聞
き
、
今
回
、
財
団
設
立
に
対
し
、
眞
泉
病
院
の
建
物
、
敷
地
等

一
切
を
寄
付
す
る
趣
旨
を
詳
細
に
聞
い
た
。
更
に
、
瀬
戸
視
学
官
よ
り
申
請
言
の
形
式
の
点
に
つ
き
不
備
な
所
を
指
摘
さ
れ
、
届
書
を
訂
正

か
く
て
、
山
根
正
次
』

学
務
局
長
に
提
出
し
た
。 （

旧
）

こ
こ
で
、
瀧
沢
竹
太
郎
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
瀧
沢
は
医
師
で
は
な
く
、
眞
泉
病
院
を
経
営
せ
る
院
主
で
あ
る
。
ま
た
瀧
沢
は

本
郷
区
区
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
、
石
川
清
忠
議
員
と
の
交
友
が
あ
っ
た
。
眞
泉
病
院
は
根
津
神
社
の
裏
手
に
あ
り
、
瀧
沢
は
自
己
の
病
院

を
日
本
医
学
校
に
寄
付
す
る
形
を
取
っ
て
病
院
経
営
上
の
便
宜
を
計
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

か
く
て
、
山
根
正
次
校
長
は
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
四
日
、
「
専
門
学
校
設
立
願
」
と
「
財
団
法
人
の
設
立
害
」
を
文
部
省
の
松
浦
専
門

一
切
を
寄
付
す
る
趣
旨
を
詳
細
に
間
い
里

し
て
四
月
四
日
再
々
提
出
を
行
な
っ
た
。

当
時
の
日
本
医
学
校
が
、
こ
の
よ
う
な
文
部
省
の
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
に
適
合
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
資
格
を
得
る
た
め
に

は
一
層
の
内
容
の
充
実
と
成
熟
が
必
要
と
さ
れ
た
。

せ
ら
れ
た
り
。

六
．
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
へ
の
再
々
度
申
請

（
Ｍ
）

山
根
正
次
校
長
に
対
し
日
本
医
学
校
の
「
財
団
法
人
」
と
し
て
の
設
立
届
書
と
、

「
医
学
専
門
学
校
設
立
認
可
申
請

(31）
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今
般
完
全
な
る
医
学
教
育
を
遂
行
し
、
善
良
な
る
医
師
を
養
成
し
、
汎
く
施
薬
救
療
を
行
う
目
的
を
以
て
其
財
産
を
保
有
す
る
が
為
に
財
団

法
人
設
立
仕
度
候
条
、
御
許
可
相
成
度
、
別
紙
書
類
差
添
へ
此
段
申
請
仕
候
也
。

明
治
四
十
五
年
○
月
（
月
日
記
入
な
し
）

か
き
が
ら

東
京
市
日
本
橋
区
蛎
殼
町
参
丁
目
拾
参
番
地

申
請
人
磯
部
検
蔵
画

文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
殿

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
拾
七
番
地

東
京
市
浅
草
区
千
束
町
参
丁
目
五
拾
弐
番
地

東
京
都
牛
込
区
新
小
川
町
弐
丁
目
八
番
地

東
京
市
浅
草
区
新
福
井
町
気
番
地

東
京
市
本
郷
区
根
津
須
賀
町
七
番
地

東
京
都
浅
草
区
北
富
坂
町
拾
七
番
地

（
Ⅱ
）

「
財
団
法
人
設
立
願

L一－

申
請
人
関
口
六
三
郎
一
印

申
請
人
松
村
清
吾
一
剛

申
請
人
山
根
正
次
国

申
請
人
内
田
愼
太
郎
画

申
請
人
瀧
沢
竹
太
郎
画

申
請
人
増
野
豊
画
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第
一
条
本
法
人
は
完
全
な
る
医
学
教
育
を
遂
行
し
、
善
良
な
る
医
師
を
養
成
し
、
汎
く
施
薬
救
療
を
行
う
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
、
本
法
人
は
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
と
称
す
。

第
三
条
、
本
法
人
の
事
務
所
を
東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
九
番
地
に
置
く
。

第
四
条
、
瀧
沢
竹
太
郎
、
磯
部
検
蔵
は
生
前
の
寄
付
行
為
に
依
り
、
東
京
市
所
在
の
市
街
地
宅
一
千
九
百
五
十
一
坪
六
合
四
勺
、
此
の
見
積

価
格
八
万
円
、
建
物
千
四
百
九
十
二
坪
六
合
五
勺
五
分
、
此
の
見
積
価
格
十
二
万
三
千
八
百
円
、
学
校
及
病
院
用
器
具
器
械
、
此
の
見
積

価
格
金
五
万
五
粁
円
を
提
出
し
て
、
総
計
二
十
五
万
八
千
円
の
財
団
を
組
織
す
る
。
」

（
旧
）

「
専
門
学
校
設
立
願

次
に
、
学
校
の
寄
附
行
為
に
つ
い
て
左
の
如
く
記
し
て
い
る
。

「
財
団
法
人
、
私
立
日
本
医
学
校
専
門
学
校
規
約

第
一
章
総
則

東
京
市
浅
草
区
新
福
井
町
試
番
地

東
京
市
本
郷
区
根
津
須
賀
町
七
番
地

東
京
市
日
本
橋
区
蛎
殼
町
参
丁
目
拾
参
番
地

今
般
専
門
学
校
令
設
立
第
四
条
に
依
り
、
医
学
専
門
学
校
設
立
致
度
候
条
、
御
認
可
相
成
度
別
紙
書
類
差
添
比
殺
申
請
仕
候
也
。

更
に
左
の
如
く
専
門
学
校
設
立
願
が
出
て
い
る
。

明
治
四
十
五
年
二
月

磯
部
検
蔵

瀧
沢
竹
太
郎
国 画
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標
本
設
備
を
精
細
に
視
察
し
た
。 （

肥
）

右
の
書
類
は
、
山
根
正
次
校
長
の
手
に
よ
り
、
明
治
四
十
五
年
四
月
二
十
四
日
、
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ

れ
る
こ
と
は
、
財
団
法
人
設
立
願
と
專
門
学
校
設
立
願
の
ど
ち
ら
に
も
、
筆
頭
申
請
人
が
山
根
正
次
校
長
で
は
な
く
て
磯
部
検
蔵
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
書
類
で
は
磯
部
が
筆
頭
理
事
で
あ
り
、
学
校
の
資
産
も
磯
部
名
儀
で
届
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

次
に
見
る
文
部
省
か
ら
の
認
可
も
「
設
立
者
磯
部
検
蔵
他
六
名
」
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

五
月
二
十
八
日
、
瀧
沢
、
磯
部
の
両
理
事
は
文
部
省
に
出
頭
し
、
専
門
学
務
局
長
松
浦
鎭
次
郎
よ
り
種
々
の
説
明
を
受
け
た
。

六
月
十
一
日
、
瀬
戸
視
学
官
、
栗
本
視
学
委
員
、
高
木
専
門
学
務
局
第
二
課
長
等
三
人
は
日
本
医
学
学
校
を
調
査
し
、
附
属
病
院
、
器
械

文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
殿

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
七
番
地

東
京
市
浅
草
区
北
富
坂
町
拾
七
番
地

東
京
市
浅
草
区
千
束
町
参
丁
目
五
拾
弐
番
地

東
京
市
牛
込
区
新
小
川
町
試
丁
目
八
番
地

（
四
）

か
く
し
て
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
「
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
」
の
認
可
が
、
明
治
四
十
五
年
七
月
十
日
漸
く
お
り
た
。

L一一

関
口
六
三
郎
画

（
傍
点
加
筆
）

増
野
豊

松
村
清
吾
画

山
根
正
次
回

内
田
愼
太
郎
廟園
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今
回
弊
校
設
立
認
可
相
成
候
に
付
き
、
深
厚
な
る
御
同
情
を
賜
わ
り
、
且
御
呵
檸
な
る
御
祝
詞
御
祝
贈
等
を
辱
う
し
候
段
、
洵
に
欽
謝
の

至
り
に
勝
え
ず
候
・
乍
略
儀
以
紙
上
此
段
辱
知
各
位
へ
御
礼
申
上
候
。
敬
具

財
団
法
人
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校

專
務
理
事
瀧
沢
竹
太
郎

専
務
理
事
磯
部
検
蔵

「
専
門
学
校
の
認
可

「
謝
告

文
部
省
子
東
專
二
九
号

文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
」

（
帥
）

右
の
認
可
の
喜
び
は
、
当
時
の
『
日
本
医
学
』
誌
の
表
紙
の
次
頁
一
面
に
、
左
記
の
如
く
表
現
し
て
い
る
。

明
治
四
十
五
年
二
月
八
日
付

明
治
四
十
五
年
七
月
十
日

（
剛
）
（
型
）

順
調
に
文
部
省
の
指
定
が
得
ら
れ
発
展
す
る
と
見
ら
れ
た
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
に
、
重
大
な
内
紛
が
起
り
、
再
び
危
機
に
陥
っ

財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校

設
立
者
磯
部
検
蔵
他
六
名

治
四
十
五
年
二
月
八
日
付
願
、
財
団
法
人
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
設
立
の
件
、
民
法
第
三
十
四
條
に
依
り
許
可
す
。

七
．
真
泉
病
院
と
瀧
沢
事
件

財
団
法
人
設
立
許
可

明
治
四
十
五
年
七
月

■■■
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す
な
わ
ち
、
そ
の
遠
因
は
二
人
の
性
格
の
違
い
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
本
来
の
争
点
は
日
本
医
学
専
門
学
校
に
対

す
る
認
識
の
相
違
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

磯
部
は
「
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
の
歴
史
は
日
本
医
学
校
の
昇
格
せ
る
も
の
な
り
」
と
主
張
し
た
。
一
方
瀧
沢
理
事
は
「
本
校
は

従
来
の
日
本
医
学
校
に
何
等
関
係
な
く
、
全
然
新
た
な
る
専
門
学
校
の
出
現
で
あ
る
」
と
法
令
上
の
形
式
を
以
て
主
張
の
根
拠
と
し
た
。
つ

ま
り
、
瀧
沢
は
日
本
医
学
校
創
立
以
来
の
学
校
事
業
を
無
視
し
て
、
瀧
沢
の
真
泉
病
院
の
財
産
、
資
本
金
を
参
加
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
初

め
て
文
部
省
認
可
の
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
が
実
現
し
た
事
を
強
調
し
た
わ
け
で
あ
る
。

（
お
）

こ
こ
で
瀧
沢
竹
太
郎
の
人
物
及
び
経
歴
に
つ
い
て
再
度
記
述
す
る
。
瀧
沢
は
長
野
県
戸
倉
の
出
身
で
、
瀧
沢
甚
平
の
次
男
と
し
て
、
安
政

六
年
十
二
月
二
十
日
に
生
れ
た
。
志
を
立
て
て
東
京
に
出
て
勉
学
し
た
。
一
説
に
ド
イ
ツ
留
学
の
経
歴
が
あ
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
そ
の
出

身
校
等
学
歴
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
医
師
で
は
な
く
、
実
業
家
で
あ
っ
た
。

大
正
三
年
五
月
［

す
な
わ
ち
、
大
正
二
年
‐

病
院
主
且
つ
、
専
任
理
事
（

う
と
い
う
事
態
を
生
じ
た
。

合
せ
候
（
以
下
略
）
。

昨
年
十
二
月
以
来
、
本
誌
主
幹
に
し
て
同
時
に
日
本
医
学
専
門
学
校
専
任
理
事
た
る
磯
部
検
蔵
氏
、
同
校
同
、
瀧
沢
竹
太
郎
と
不
調
和
を

来
し
た
る
に
よ
り
、
同
校
の
録
事
の
掲
載
報
道
す
る
は
自
然
一
方
に
偏
す
る
の
誹
な
き
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
之
を
掲
載
す
る
を
慎
み
て
見

た
事
を
述
べ
た
い
。

大
正
三
年
五
月
、
『
日
本
医
学
』

（
羽
）

「
社
友
及
び
読
者
諸
君
に
告
ぐ

五
月
日
本
医
学
編
集
局
」

（
別
）

大
正
二
年
十
二
月
か
ら
翌
三
年
五
月
に
か
け
て
、
山
根
校
長
の
朝
鮮
出
張
中
の
留
守
を
預
る
磯
部
検
蔵
と
附
属
病
院
の
真
泉

専
任
理
事
の
瀧
沢
竹
太
郎
の
二
人
の
間
に
不
調
和
を
生
じ
、
学
生
及
教
職
員
を
も
二
分
し
て
主
導
権
を
め
ぐ
り
、
闘
争
を
行

百
十
四
号
の
巻
末
に
、
磯
部
、
瀧
沢
両
理
事
の
権
力
闘
争
が
起
っ
た
事
を
告
げ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
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明
治
三
十
四
年
に
、
本
郷
区
駒
込
東
片
町
五
十
九
番
地
に
住
み
、
元
庄
屋
の
山
下
政
徳
の
娘
き
ゃ
う
と
結
婚
す
。
明
治
三
十
六
年
、
根
津

須
賀
町
七
番
地
（
本
郷
区
根
津
神
社
の
隣
）
に
真
泉
病
院
を
開
設
し
た
。
こ
の
真
泉
病
院
は
、
最
初
植
木
屋
楠
田
宗
次
の
経
営
す
る
根
津
の
料

せ
ん

亭
紫
泉
亭
で
、
そ
の
後
変
遷
を
経
て
温
泉
旅
館
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
滝
沢
の
手
で
明
治
三
十
六
年
に
改
造
し
て
病
院
と
し
た
。

ベ
ッ
ト
数
は
六
十
床
で
明
治
四
十
年
十
二
月
の
調
査
で
は
、
医
員
十
名
、
薬
剤
師
一
名
、
薬
剤
助
手
二
名
、
看
護
婦
四
名
、
看
護
人
二
十

五
名
、
事
務
員
二
名
が
い
た
。
入
院
患
者
は
年
間
男
子
百
十
五
名
、
女
子
四
百
七
十
名
と
盛
況
を
呈
し
て
い
た
。

建
物
は
二
階
造
り
で
、
四
百
余
坪
を
占
め
、
そ
の
余
は
全
て
、
庭
園
と
池
と
な
し
、
敷
地
二
千
余
坪
で
あ
っ
た
。

真
泉
病
院
の
資
産
額
は
全
部
で
、
十
五
万
五
千
円
に
の
ぼ
り
、
日
本
医
学
専
門
学
校
の
全
資
産
二
十
五
万
八
千
八
百
円
の
半
分
強
の
資
産

が
瀧
沢
の
寄
附
に
よ
る
基
本
金
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
瀧
沢
は
本
郷
区
の
区
会
議
員
と
し
て
明
治
四
十
年
十
一
月
と
明
治
四
十
三
年
十
一
月
の
二
回
当
選
し
た
。
当
時
「
私
立
東
京
医
学

校
」
は
千
駄
木
町
五
十
九
番
地
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
校
長
石
川
清
忠
も
同
じ
く
本
郷
区
区
会
議
員
で
あ
っ
た
た
め
、
石
川
と
瀧
沢
は
相
互
の

利
益
を
考
え
、
明
治
四
十
年
頃
よ
り
、
真
泉
病
院
は
私
立
東
京
医
学
校
の
実
習
病
院
と
な
り
大
き
な
役
割
を
果
し
て
来
た
。

（
型
）

再
び
磯
部
と
瀧
沢
の
権
力
抗
争
の
件
に
戻
る
が
、
「
日
本
医
学
」
百
十
七
号
に
は
次
の
趣
旨
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
。

大
正
二
年
十
二
月
四
日
、
遂
に
磯
部
理
事
と
瀧
沢
理
事
は
長
時
間
の
論
争
を
行
い
、
滝
沢
は
学
監
た
る
磯
部
理
事
の
退
任
を
迫
っ
た
。

磯
部
は
朝
鮮
滞
在
中
の
山
根
校
長
に
電
報
で
報
告
し
、
そ
の
決
着
を
求
め
自
己
の
救
済
を
訴
え
た
。
山
根
校
長
は
事
の
重
大
さ
に
驚
き
、

「
学
監
の
進
退
は
理
事
会
の
協
議
に
よ
り
決
す
べ
し
」
と
返
電
し
た
。
瀧
沢
理
事
は
「
理
事
会
は
形
式
的
仮
物
な
り
、
か
か
る
も
の
に
諮
る

必
要
な
し
。
余
は
磯
部
君
と
の
み
協
議
す
べ
し
」
と
断
じ
て
退
か
な
か
っ
た
。

瀧
沢
は
前
私
立
東
京
医
学
校
校
長
の
石
川
清
忠
を
訪
ね
、
石
川
に
、
瀧
沢
に
代
っ
て
専
任
理
事
就
任
を
依
頼
し
た
。
そ
し
て
理
事
会
の
協

議
を
阻
止
せ
ん
と
し
た
。
し
か
し
、
石
川
は
理
事
会
の
協
議
に
従
う
と
の
姿
勢
を
示
し
、
同
調
し
な
か
っ
た
。
遂
に
敗
色
の
濃
く
な
っ
た
瀧

沢
理
事
は
益
々
憤
怒
し
、
錯
乱
せ
る
た
め
、
大
正
三
年
五
月
八
日
、
理
事
会
は
瀧
沢
の
寄
附
せ
る
法
人
の
財
産
を
返
還
し
、
専
任
理
事
を
辞
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（
鋸
）
あ
お
や
ぎ
と
う
い
ち

後
任
の
校
長
に
真
泉
病
院
院
長
の
青
柳
登
一
が
就
任
し
た
。
し
か
し
瀧
沢
の
解
任
の
影
響
で
四
カ
月
後
に
辞
任
し
て
い
る
。

あ
ま
や
せ
ん
ま
つ

そ
の
後
任
に
前
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
生
理
学
教
授
の
天
谷
千
松
が
大
正
三
年
十
二
月
よ
り
実
権
の
な
い
校
長
に
就
任
し
た
が
、
や
が

て
後
述
の
不
幸
な
学
校
騒
動
が
起
こ
り
、
大
正
五
年
十
月
に
そ
の
責
任
を
と
っ
て
辞
任
し
て
い
る
。
な
お
、
解
任
さ
れ
た
瀧
沢
竹
太
郎
は
、

精
神
的
に
不
安
定
と
な
り
、
根
岸
病
院
（
精
神
科
病
院
）
に
一
時
入
院
し
た
が
、
大
正
七
年
三
月
十
八
日
世
を
去
っ
て
い
る
。

後
日
、
真
泉
病
院
は
負
債
が
重
な
り
、
競
売
に
付
さ
れ
た
。

任
さ
せ
る
事
で
決
着
し
た
（
こ
こ
《

金
の
半
数
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
）
。

更
に
、
朝
僻

と
し
て
残
る
）
。

文
部
省
も
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
派
閥
の
「
明
治
医
会
」
の
有
力
者
入
沢
達
吉
も
共
に
、
か
ね
て
か
ら
私
立
医
学
専
門
学
校
を
新
設
す

本
校
専
任
理
事
、
瀧
沢
竹
太
郎
は
大
正
三
年
六
月
三
十
日
、
退
任
仕
候
間
、
此
段
及
開
申
候
也
。

財
団
法
人
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校

専
任
理
事
磯
部
検
蔵
画

文
部
大
臣
法
学
博
士
一
木
喜
徳
郎
殿
」

戸
馴
』

‐
理
事
退
任
開
申
書

つ
い
で
磯
部
検
蔵
よ
り
、
文
部
省
宛
に
左
の
届
書
が
出
さ
れ
た
。

八
．
文
部
省
の
指
定
不
認
可
の
姿
勢
と
明
治
医
会

（
酢
）

朝
鮮
に
あ
っ
た
山
根
正
次
校
長
も
瀧
沢
事
件
の
責
任
を
取
り
、
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
校
長
の
職
を
辞
任
し
て
い
る
（
但
し
理
事
犯

｜
で
実
質
的
に
、
財
団
法
人
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
の
内
部
崩
壊
が
起
こ
り
、
文
部
省
認
可
の
為
の
基
本
金
、
維
持
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（
帥
）

ま
た
入
沢
達
吉
は
大
正
五
年
十
月
二
十
九
日
、
早
稲
田
大
学
講
堂
で
行
わ
れ
た
日
本
社
会
学
院
総
会
で
の
演
説
で
「
私
達
は
医
育
統
一
を

叫
び
始
め
て
か
ら
十
数
年
、
殆
ん
ど
二
十
年
に
近
い
歳
月
を
閲
し
た
の
で
あ
る
。
（
一
部
略
）
未
だ
文
部
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
女
子

（
帥
）

医
学
専
門
学
校
と
、
先
般
来
ゴ
タ
ゴ
タ
の
あ
る
日
本
医
学
専
門
学
校
と
が
東
京
に
あ
る
。
二
部
略
）
監
督
官
庁
た
る
文
部
省
で
は
「
医
專
」

■
●
●
●
■
●
●
。
●
●
●
●

程
度
の
医
学
校
の
新
設
を
断
然
認
可
せ
ざ
る
方
針
亦
喫
緊
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
認
）
（
鵠
）

更
に
「
明
治
医
会
」
の
総
会
が
大
正
八
年
三
月
十
一
日
に
学
士
会
館
で
行
わ
れ
た
際
に
、
医
師
数
過
剰
調
節
問
題
と
し
て
次
の
事
項
を
決

女
子
医
專
も
、
単
に
室
舘

い
」
と
言
明
し
て
い
る
。

（
鯛
）

る
こ
と
に
対
し
、
反
対
の
方
針
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
大
正
二
年
八
月
、
文
部
省
の
松
浦
専
門
学
務
局
長
は
「
日
本
之
医
界
」

の
記
者
の
質
問
に
対
し
、
次
の
如
く
答
え
て
い
る
。

「
当
局
者
も
現
今
、
日
本
で
は
医
師
の
数
が
人
口
に
比
し
て
多
す
ぎ
る
。
こ
れ
が
為
医
師
の
生
活
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
余
一
個
の
考
え

●
。
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●

で
は
、
我
国
に
は
最
早
、
医
師
の
必
要
な
し
。
今
後
は
私
立
医
学
校
の
認
可
を
し
な
い
方
針
で
あ
る
」
と
述
べ
、
更
に
「
日
本
医
專
も
東
京

女
子
医
專
も
、
単
に
專
門
学
校
と
し
て
認
可
し
た
の
み
で
、
開
業
免
状
を
卒
業
と
同
時
に
与
え
る
指
定
に
関
し
て
は
、
全
く
問
題
に
な
ら
な

議
し
て
い
る
。

一
・
医
育
機
関
の
設
立
は
不
認
可
の
方
針
を
と
る
こ
と
。

二
．
各
医
育
機
関
の
収
容
定
員
数
を
制
限
す
る
こ
と
。

三
．
植
民
地
に
於
け
る
各
医
育
機
関
に
は
内
地
人
子
弟
を
収
容
せ
し
め
ざ
る
こ
と
。

右
の
如
く
入
沢
達
吉
の
提
案
で
医
師
過
剰
問
題
に
就
い
て
審
議
を
し
て
い
る
。

（
日
本
医
学
専
門
学
校
の
学
校
騒
動
の
発
端
等
、
次
号
と
す
る
。
文
献
は
次
号
の
（
下
）
の
末
尾
に
一
括
し
て
掲
載
す
る
）

（
日
本
医
科
大
学
）
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